
鹿児島大学の研究者と対話できる「場」を定期的に開催し、産学連携のきっかけをつくることで
企業の抱える技術的な課題解決をサポートし、新しいビジネスの創出を目指します。

大学の研究をあなたのビジネスに活かしてみませんか。

発表テーマ

飲食水、食料、畜水産品で産学官連携可能なもの
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ユーティリティスタジオ
(鹿児島市名山町9-15)

産学連携に
興味のある事業者

《第3回》

2023年

9月21日（木） 
14：00～15：30

《主催》鹿児島市 
《共催》鹿児島大学 南九州・南西諸島域イノベーションセンター 
https://www.city.kagoshima.lg.jp/san-sousyutu/techmeeting.html

「かごしまTechミーティング」運営事務局
（株式会社 鹿児島銀行地域支援部地域開発室内）
TEL：099-239-9718（直通） FAX：099-223-0852 E-mail:kaihatsu@ml.kagin.co.jp

申込はこちらから
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参加費無料！
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時
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日本の100歳以上の高齢者割合は世界一で、中でも鹿児島県は全国4番目の長寿県です。現在、奄美群島にお
ける百寿者の地域分布と飲料水について調べながら、長寿と硬度の高い水との関係について研究しています。
また、世界自然遺産にも登録された奄美諸島に生息するハブの気質や血管反応の違い、ニワトリとカモの
血管反応の違いについて研究することで、高病原性鳥インフルエンザの致死率の原因解明に繋げられたらと
思っています。鹿児島県は郊外に産業動物を飼育する畜産地帯が広がり、離島に目を向けると珍しい野生動物
が数多く生息しています。恵まれた自然環境を活かし地方にしかできないことで地域の活性化に貢献していき
たいと思います。

研究シー
ズの概要

鹿児島大学
共同獣医学部 獣医学科 教授

1984年鹿児島大学大学院農学研究科獣医学専攻で修士課程修了後、（株）大塚製薬工場で研
究員として従事。89年鹿児島大学農学部助手、2003年同助教授を経て06年より同教授。12年に
アジア初の共同学部として農学部から独立した共同獣医学部教授を経て、16年より共同獣医学
部学部長。20年より共同獣医学部教授兼学長補佐として南九州畜産獣医学拠点を担当する。宮本　篤 氏


